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Abstract

　This　study 　investigated　causes 　of 　increasod　susceptibi ］ity　to　excess 　moisture 　injury　durillg　the　fruit　developmcntal　stage

colnpared 　with 　vegetative 　stagc 　in　tomato 　plants，　Dry　matter ，　distribution　pat亡erllsofphotosynthates 　and 　bleeding　rate　in　tomato

p［ants　under 　transicnt　waterlogged 　condition 　were 　investigated．　After　whole 　shoots 　o｛
’
　tomate　w6re 　exposed 　to　

BCO2
　f〔）r　5

hours．出e　tomato　plants　wcrc 　waterlegged 　fbr　43　hQurs．　The　waterlogged 　treatlnent　did　not 　aflヒct　the　distributlon　of 　newly

fixed　carbon 　to　the　roots　during　either 　stage 　ofthe 　tomato　plant．　Only　20／o　ofassimilates 　translocatcd　to　the　roots 　during　the　fruit
developinental　stage 　under 　water ］ogged 　condition ．　The 　bleeding　rate 　was 　lewer　in　both　stages 　follewing　waterlogged 亡reatlnent ．
The 　bleedjng　rate 　per　unit 　root 　dry　mass 　was 　lowcr　during　the　I’nlitdevelopmental 　stage 　compared 　with 　that　at　the　vegetativc

stagc ・Therefore、　it　js　suggested 　that　re 且atjvely ［ow 　distribし1tion　rate　Dfphotosynthate 　to　the　root ，　which 　is　naUlral 　durjng亡he　fruit
developmental　stage ，　and 　the　greater　decline　in　root 　activity　would 　be　factors　promoting　increased　susceptibility 　oftomato 　to

excess 　moisture 　inj　lry ．
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緒　　言

　近 年，米 価 低 落 や 転 作 率 H昇 に 伴い ，転換畑 に お け る 野

菜 の 栽 培 が 増 加 し て い る．し か し，転換 畑 で は 圃場 の 排水

が 十 分 で ない 場 合 が 多 く，過剰水の 停滞に 起因 し て 転作作

物 の 収 量，占占質が 低 レ ベ ル に と ど ま っ て い る の が現状 で あ

る （中 村 ら，2001）．ト マ トは ，キ tL ウ リや ナ ス と比べ て 根

域 低 酸素耐 性 の 劣 る作 物 と して 知 られ，水 田 転換畑 に お け

る地 下 水 位 と生 育 ・収 量 の 関係 （幸田 ，1983） や，養液栽

培 に お け る 培 養液中 の 溶 存 酸 素 濃度 と 成 長 （橘
・
郭，1997）

お よ び 代謝特 「生 （郭 ら，1999） との 関 係 な どに つ い て 報告

され て い る．

　耐 湿 性 に は 複 数 の 要 因 が 関与 し て お り，そ の う ち 湛 水条

件 下 に お い て 地 表に 不 定根を形成す る能力は 過剰水分 に 対

す る重 要 な 適応 要因 の ひ とつ と考え られ て い る （間野 ら，

2005），Del　Rosarlo・Fajardo（1991） は，ト マ トは 土壌 の 過

湿 条 件 に 反 応 し て 不 定 根 を 多 く発生 す る作物 の ひ とつ で あ
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りz 　品 種 に よ る不 定 根 発 生 量 は 湛 水 処 理 後 の 生 存 率 と相 関

が あ る と報告 して い る．著者 らは，栄 養 成 長期 と果 実 肥 大

期 の ト マ トに 3 日間 の 湛 水 処 理 を 行 っ た と こ ろ，生 育 ス テ
ー

ジ に よ る 反 応 に 違 い が み られ る こ とを 観察 し た （中野 ら，
2005 ）．栄 養成長 期 に は 処 理 数 時間後か ら地 上 部 の 萎凋が み

られ る も の の ，2 〜3 口以 内に 不 定 根 が 発生 し 始め ，萎凋

は 回復 した．一
方果 実 肥 大 期 に は，不 定 根 の 発 生 は ほ とん

どみ ら れ ず，湛水 処 理 解除 後 も地 H部 の 萎 凋 は 回 復 し な

か っ た．つ ま り，果 実肥 大 期 は 栄 養成 長 期 よ り湿 害を 受 け

や す い と考 え られ る が ，そ の 原 因 に つ い て は 知 見が少 な い．

　 ト マ トに お い て は，各 器 官 に 転 流 され た 同化 産 物 の 再 転

流 は ほ と ん どな く，主 に 新規 同化 産 物 に よ って 成 長す る こ

とが 知 られ て い る （吉岡
・
高橋，1979）．従 っ て ，湛水条件

下 に お い て 発 生 す る不 定 根 は 光 合成 産 物 に 依存す る と考え

られ る，光合 成 産物 の 分 配 と転流は ，シ ン ク の 大きさ と活

性 に よ っ て 決 定 され る シ ン ク の 強弱 に よ っ て 規定 され る．

開花結実後 の ト マ ト で は，も っ と も強 い シ ン ク 器 官 は 肥 大

中の 果実 で あ る　（Wardlaw，1990；吉 岡 ・高 僑，1979）．光 強

度 の 低 下 な どに よ っ て 光 合 成 産 物 の 量 が 減 少 し た 場 合 に

は，光合 成 産 物 の 根 や 茎 な ど へ の 転 流 量 は 果 実 と比 較 し て
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減少す る （吉岡 ら，1977）．植物 に 過湿ス ト レ ス が 与え られ

る と，根 の 吸 水 能の 低 下 と気 孔 閉鎖に 伴い 光合 成速度が 低

下 す る （Bradft）rd ・Yang ，1981 ），そ の た め，根 へ の 光 合 成

産 物 の 供 給 が 減 少 し，不 定 根 発 生 を 含 む 乾 物 重 増 加 が 抑 制

され る と推察 され る，そ こ で 本 研 究 で は，葉，茎，果 実，

根，各 器 官 の 相 彑 の 光 合 成 産物 の 競 合 を 調 べ る こ と を 目的

と し，全 葉 を ソ
ース と考 え た全 葉

［
℃ 同化 処 理 に よ り，そ

れ ぞれ の 器 官 へ の 分配 を検刮 した．

　近年，根 の 生 理 的 活 性 を簡便 に 示 す 指 標 と して，地 ヒ部

を 切断 し た と ぎの 茎 基部 か ら の 出液速 度が 提 唱 され て お

り，ダ イ ズ で は 過湿 に よ る 葉身窒 素含有率 の 低下 に 先 立 っ

て 出液速度が 低 ドす る こ と （馬 ら，2005） が 報 告 さ れ て い

る． トマ トで は，水 耕栽 培 に お い て 低 溶存酸 素 条 件 下 で 出

液速度 が 低下す る こ とが 示 さ れ て い る （郭 ・橘，1996），土

耕栽培 に お け る過湿条件 と出液速度 との 関係 に つ い て 知．見

を得 るた め，本研究 で は 栄養成長期 と果実肥 大期 に 湛水 処

理 を施 した 場合の 出液速度 の 変化 に つ い て 調査を 行 っ た ，

　以 ヒの よ うに 本研究 で は，果実肥 大期が 栄養成長 期 よ り

湿 害を受 け やす い 原 因 を 明 ら か に す るた め，乾物重，
13C

を

利 用 した新規光合 成産物 の 分配 t 出液速度 か ら検討 した ．

材料および方法

1．栽培方法

　材料 として ト マ ト　（Solanttm　l｝，eopensicorm 　L．）
‘ハウ ス 桃

太郎
’

（タ キ イ 種苗）を用 い た ．栄養成長期 お よ び果実肥大

期 の ト マ ト個体 を準備す る た め，2005 年 9 月 1 日お よ び 9

）J29 日 に ガ ラ ス 室内で バ ー ミ キ ュラ イ ト に 播種 し た ．子葉

展 開 期 の 9 月 10 日 お よ び 10月 7 日 に ，混合 し た 粒状培土

（ク レ ハ 園芸培 土 ： くみ あい ニ ッ ピ 園芸培土 1 号 一1 ：1 （容

積比 ）） を 詰 め た 1 ・2000a
−1

ワ グ ネ ル ポ ッ トに 定 植 した ．

定植後 4 週間は 水を ，そ の 後は 山 崎 ト マ ト処 方 1〆2 単泣液

（ECO ．7dS 。m
−1） を，　ド リ ッ プ チ ューブ に よ り適宜 供給 し

た．各花房第 3 花開花時 に，ト マ ト ト ー
ン 〔石原 バ イ オ サ

イ エ ン ス ） 100倍液 を散布 し て 着果を 促進 した ．側枝 は 全

て 除去 し，各果房 4 果 に 摘果 し た．

2．13CO2
同化処理法

　 11月 2 日 に ，7葉展開期お よ び果実肥 大期 の トマ トか ら

生育の 揃 っ た 4 個体 を そ れ ぞれ 選 び，以下 に 述べ る 方法で

地 上 部全 体 に 5 時間 （9：20 〜 14：20）
t3CO2

を 同化 さ せ た ．

果実肥 大期 の ト マ ］・は，19〜21枚 の 葉 が存在 し，4 段 花房

ホ ル モ ン 処理後 31・1目で あ っ た．ゴ ム 膣つ きの 500mL 三

角 フ ラ ス コ に ガ ラ ス 管 を通 し．ビ ニー
ル チ ニーブ を 接続 し

た ．7 ラ ス コ 内に 6g （果実肥大期）ある い は 1．5　g （栄養

成長期）の
13C

標 識炭酸 バ リ ウ ム （Bai3COi，93．3　atom ％

13C
）を 入れ，注射器 で lN 塩 酸 を少 量 ずつ 加 え て

BCO2
を

発生さ せ た，それ ぞれ の 生 育 ス テ
ー

ジ の 個体 の 地 E部全体

を ポ リエ チ レ ン バ
ッ グで 覆 い，そ こ に 三 角 フ ラ ス コ か ら の

ビ ニ ール チ ュ
ーブ を 差 し込み ，

13CO2
を 導入 した ．同化時間

中に 全て の 炭酸 バ リ ウ ム を CO
，
ガ ス 化 し て 同 化さ せ た ．同

化時の 光合成有効光量子束密度 〔PPFD ）は，600〜980 μmol
・

m
−2 ・s

−1，気温 は 27 〜365 °C，深 さ 5cm の 上 壌温度 は 14

〜28 °C ，バ ッ グ 内温 度 は 27 〜38°C の 範囲 で あ っ た ．

　 同 化 終了 後，湛水 区 で は 各 個休 4L ずつ 給液 し，排水 口

に 取 り付け た チ ューブに よ り水位を 上 壌表面 H　O．5 〜1c  

に 保 っ た ，対照 区 で は 適宜 潅水を 行った．

　吉 1ts］ら （1977） は ，
トマ 1・に 同化 され た 光合成産物は ，

時問 経過 と と もに 各部位 へ 移行 し，同化後 24 時間以後 の 変

化 は 小 さい こ とを示 して い る．本実験 で ぱ 同化終了 43 時間

後に 植物体を サ ン プ リ ン グ し，葉，茎，果実，根に 切 り分

け，80°C で 48 時 間 以 上 乾燥 し た ．乾燥試料 は 振動粉砕器

〔平 ⊥ 製 作…所，TI−100） で 微 粉 砕 し，赤 外分 光 法 〔JASCO ，

EX −130　］3CO ．ア ナ ラ イ ザー） で 試 料 中 の
13C

存 在 比 を測 定

し た ．各 部 位 の
13C

存 在量 は，次 式 の よ うに 算 出 し た （
13C

存在 量 ＝＝乾物重 x 全 炭 素含 有率 xBC 存 在比 ），な お，本実

験で は 呼 吸 に よ る
13C

損 失は考 慮外 と した．

3．出液速度の 測定

　出液速 度 の 測 定 は 森 田 ・豊 田 （2000〕 の 方 法 で 行 っ た．

湛水 処 理 は 同化実験 と 同様 に 行 い ，処 理 開始 40 時間 後の 午

前 6Hl 　40 分に 解除 し，各 3 個体に つ い て 茎葉部 の 根元 か ら

約 5cm の 高 さ で 茎 を切 断 し た．あ らか じめ 重 量 を 測 定 し て

お い た 脱脂綿 を切 り 口 に あ て て ビ ニ ール 袋 で 覆 い ，輪 ゴ ム

で 固定 した ．145分後 の 午前 9 時 5 分 に 脱脂綿 を 回収 し，測

定前後 の 重 量変化か ら 出液量 を 求め ，IU液速度 を算出 した．

　 栽 培 期 間中 の 温室 内 気 温 は 最 低 12DC に 設 定 して 加 温 し

た．気 温 の 測 定 は ，温 度 データ ロ ガー （TR71U ，　 T＆D ）を

用 い て 行 っ た．湛水 処 理 中 お よ び 出液速度測 定中 の 温 室内

気 温 は 11．0 〜38．5°C で 推移 し た ．

結　　果

1．湛水 処理 と乾物 重 の 差 異

　湛水処 理 43 時間後の 1・マ ト の 乾物重 を 第 1 表 に 示 した．

栄養成 長期 お よ び果実 肥 大期 とも に ．湛 水 処 理 した ト
ー7 ト

の 根乾物重 ぽ 湛水 処 理 を行 っ て い な い 対 照 区 と比 較 して 有

意 に 小 さか っ た ．そ の 他 の 部 位 に は 湛水 処 理 に よ る有意 な

第 1表 　異 なる生 育 ス テ ージ に お け る湛水処埋 が 同化 終了43崎

　 　 　間 後 の 各部位 の 乾 物 重お よ び 根 甫／地上 部重 比 に 及 ぼ す

　 　 影響

　生育
　 　 　 　 処 理
ス フ

ー一
シ

乾物重 （9t株）

葉 　 　茎　 果実　 根
根 重／地 上 部重 比

　 　 　 刈照
栄養　湛水

成 長 期 一

4．10　 0．97
3．48　　0．84

n．S．　 　 n．S．

068
／
000

651100

有意差
‘ ＊

n．S．

　 　 　 対照 　 　 63．8624 ．7029 ．1912 ．85
果実　湛水　　60．1724 ．0131 ．8111 ．66

肥 大 期

101
　
100

　 　 　 有意 差
zn ．S． 11、S． n．S．　 ＊

　 　 n ．S．

Zt

検定で 検定 した 　 ＊ は 5％ 水準で 有意で ある こ と を，n、s．ば
有 意差 が な い こ と を 示 す （11− 5）
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第 2 表 異 な る生 育 ス テ
ージ に お け る湛 水処理 に よ る 各部位 の

13C
存在比 （atom ％ excess ）

生 育 ス テ
ージ 処 理 葉 茎 果 実 根

栄養 成長期
照

水

対

湛

054乙　（0．15）ン

0，58　　（0，11）
O．40 （0，19）
0．44　（0．03）

0．28　（O．05）
0．38　（0．03）

果実 肥 大 期
照

水

対

湛

027　　〔0．07）
0．32　　（0，02）

0，08 （O．04）
0ユ2　（0．03）

0．25　〔0．ll）
0，38 （0，U ）

0．10　（0，02）
0．07　（0．Ol）

Z2

反 復 の 平 均値
y 標 準偏差

100

　 80

ま
蕎 60
暇

0 　 40120

o

対 照　 　 湛水 　　 対 照 　　 湛水

圜 果 実

圜 葉

ee茎

囹 根

栄 養成長期 果実肥 大期

第 1 図　異な る生育 ス テ
ージ に お け る湛水処 理に よ る

13C
分配率

　 　
冠
縦 棒 は 標 準偏 差 を 示 す

09876543210　

（
丁工・
糞
＼
b。）
遡
姻

梃
ヨ

一一 ＿ ＿竝瞳 ＿

栄 養 成長 期 果 実 肥大 期

　　

期大肥実果期長成養栄

30

笳

 

価

ω

σβ

αo

（
丁工・
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第 2 図 異 な る 生育 ス テ
ージ に お け る湛 水 処 理 が 株当 た り出

　　 液 速度 お よ び恨重 当 た り出液速 度に 及 ぼす影響

　　 A ；株 当た り出 液 速度，B ；根重 当 た り出液速 度

　　
z

異符 弓間 は Tukey の 多重 検定 に よ り 5％ 水 準で 有意で

　 　 　 あ る こ と を示 す （n − 5）
　 　 y 縦 棒 は 標準偏 差 を示 す

差 は み られな か っ た．根重／地 上 部重 比 〔RfS 比 ） は 湛 水

区 と対照区 の 間で 差は 認め られ な か っ た．

2．湛水処理 と
13C

の分 配

　個 体 当 た りの
13C

施 与 量 は，栄 養 成 長 期 で は 85　mg ，果

実肥 大 期 で は 341mg で あ っ た ．同化終了 43時間後 の 個体

当 た り総
T3C

量 は，栄養成長期 で は Il．6mg ，果実肥大期 で

ば 156mg で あっ た ．

　栄 養 成 長 期 に は 葉 の
13C

存在 比 が も っ と も高か っ た が ，

果 実肥 大 期 に は 葉 と果実で 同程度 で あ っ た （第 2 表）．ま た

茎 お よ び根 の
1
℃ 存在比 は，栄養成長期 に 比べ て 果実肥 大

期 で 大 幅 に 低 く，葉 お よ び 果実の 112以下で あ っ た ，湛水

処 理 に よ る 各部 位 の
13C

存 在 比 に は 大 きな変化が み られ な

か っ た．

　湛水処 理 時期 と
T3C

分配率 の 関係を第 1図 に 示す．対照

区の 栄養成長期に は，植物体全体で 光合成 に よ り同化 され，

回収 さ れ た
「3C

の ll％ は 茎 に，9％ は 根に 移行 し，葉 に ば

80％残存 した ．一
方，果実肥 大期 に は 同様 に 葉で 62％ と最

も多か っ た が，次 い で 果実で 26％ で あ り，茎 （8％ ）や 根

〔4％） で は 少 な か っ た．湛水区に お け る
13C

分 配率は ，根

で は 栄 養 成 長 期 の 9％ と比 べ て 果実肥 大期 に は 2％ と低か っ

た ．し か し，両 時期 と も
13C

の 各器 官へ の 分配率は 対照 区

と湛 水 区 の 間 で 大 ぎな差 異 は み られ な か っ た ．

3．出液速度

　株 当 た り出液速度 は ，両時期 と もに 湛水区 で 有意 に 低

か っ た （第 2 図）．生育 ス テ
ージ別に み る と，対照区で は 果

実肥 大期 で 栄養成長期 の 約 4 倍 と有意 に 高 く，湛水区 に お

い て も同様 の 傾向が み られ た ，「出液速度 一根重 ・ 単位根

重 当た り出液速 度」 と考 え，単位根重当た り出 液速度を 算

出 した （森 田 ら，2000）．単位根 霞 当た り出液速度 は，湛水

区 で 有 意 に 低 く，対 照 区 に 対す る 割 合 は 栄養成長期 で 15％，

果 実 肥 大 期 で 22％ で あ っ た ，また，果実肥 大期 に は，対照

区 で 栄 養成 長 期 の 約 1〆4 と低 く，栄養成長期 の 湛水区 と 同

程度 で あ っ た．湛水区 に お い て は 生育 ス テ
ージに よ る 有意

な差 は み られ なか っ た が，果実肥大期に は O．13g ・g
−1DW ・

h
−1

と大幅 に 低い 値で あ っ た ．

考　 　察

　湿 害 は，根圏 の 酸素不 足 に よ り根の 養水 分 吸 収が 抑制さ

れ る こ とに よ っ て 光 合 成 速 度 が 低 下 し，乾物増加 が 抑制 さ

れ る とい う経 過 が一般 的 で あ る （馬 ら，2005）．本 実験 で も，
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生 育ス テ
ージ に 関わ らず，約 2 凵 間 湛水 処 理 し た 根の 乾物

重 は 対照区 よ り小 さ か っ た ．一方，処 理 直前 に 同化 し た
BC

の 分配 に 人きな 変化は な く，新規固定炭素は 湛水 条件下 に

お い て も継続 し て 各 器 官 に 転流 さ れ て い た ．新 就 固 定 炭素

が 転流 して い る に もか か わ らず乾物増加が 抑制さ れ て い た

の は，湿害 に よ り恨 の 枯死が 生 じた た め に 乾物重の 増加量

が 少 なか っ た，もし くは ，湛水条件下で は 根へ 転流 し た 同

化産物は す ぐに は 根 の 成長 に 利用 され ず蓄積 され て い た と

い う口∫能性が 示唆 され る．鈴木 ら （2005）は ，水耕栽培 し

た ト マ ト幼 植 物 の 湿 気 中 根 に 湛水 処 理 を 彳Jい ，処 理 1 日 後

に は 根 先 端 部 が 壊 死 し，時 間 経過 と と も に 基部 へ と 拡大す

る こ と を観察 した，本 実験 に お い て も，約 43 時間 の 湛水 処

理 に よ っ て 土 壌巾 の 酸 素 濃 度 が 低 ドし，根 の 呼 吸 が 阻 害 さ

れ た 結果，根 の
一・
部 が 枯 死 し，対 照 区 と比 較 して 乾物重 の

増 加 が 少 なか っ た 可 能性 が ある．また，過湿条件下 に お い

て，エ タ ノ ール や 乳酸が 根 に 蓄積す る こ と は よ く知 られて

い る （Ke   edy ら，1992 ） こ とか ら，過湿 条件下 に お い て

転 流 し た 同化 産物が ，エ ネル ギ ー効率 の 低い 代謝 に 利用 さ

れ，乾物 と し て の 成 長 量 は 少 なか っ た とい うこ と も考 え ら

れ る．

　健全 に 育て た 場合で も，果実肥 人盛 期 に は 果実 に 比 べ て

茎葉や 根 に 分配 され る 同化産物 が 減少 し，一
時的 に 栄養器

官 の 成長 が停滞す る 〔吉岡・高橋，1979）．本 実験 に おい て

も，シ ン ク 活 性 の 指 標 とみ なせ る
］3C

の 存 在 比 （占岡 ・高

橋 1979）は，果 実 肥 大期 に 1よ栄 養成 長 期 に 比 べ て 小 さか っ

た．湛 水 条件 に し た 本結 果 か ら，果実肥 大 期 に は 果実，葉，

薬，根へ の 新規 同 化 産物の 存在比 や 分 配率に は 変化 が な く，

対 照 区 同様 根 の ン ン ク 活 性 お よ び シ ン ク の 強 さ は 低 い ま

ま で あ っ た．栄養 成長 期 に は 果 実 が 無 い た め 根 の 存 在比 お

よ び 分配率 は 比較 的高 か っ た．従 っ て，果 実 肥 大 期 に 湿 害

を 受けや す い の は，根 の シ ン ク 活 性 が 低 く，光 合 成 産物 の

供給が 相 対 的 に 少 な い こ とが 寄 ケ して い る と推 察 さ れ る．

過湿条件 で は，不 定根 の 発生 が促 進 され る こ とが知 られ て

い る （Del　 Rosario・Fajardo，1991； Wiedenroth。Erdmann，

1985）．光 合 成 産物は 不 定根 の 発生 に 関与す る た め ，果実肥

大 期 の 不定根発生 は 栄養成長期 よ りも少 な くな り，湿害 へ

の 対 応 が 遅 れ，よ り障 害 の 程 度 が 大 ぎ くな る と 思わ れ る、

　 ト ウ モ ロ コ シ で は，根 系 の 拡 大 が 進む生 育 前半 に は，株当

た り出液速 度 は 根量 との 間 に 高い 正 の 相 関 関 係が 認 め られ

る こ とが 知 られ て い る （森 田 ら，2000 ）．ト マ 1・で は，2，3，

4か 月 と齢が進 む ほ ど出 液速 度 が 増 加 す る こ とが 報 告 され て

い る （桝 円 ・
島田，1993）．本 実 験 の 栄養成 長期 と果 実 肥 大

期 の 出液 速 度 の 差 異 は，根 量 の 増 加 に よる根系全 体 の 生 理 活

性 の 増加 を 示 し て い る と考 え られ る．．一方，湛水処 理 に よ る

株当 た り出液速度 の 低下 は ，根系 の 生理 活性 の 低 トを 表 して

い る と考 え られ る，出液 速度 は，水 稲 根 の 呼 吸 活性 と密 接 な

関 係 に あ る こ と 〔馬 ら，2004 ），過 湿 に よ る ダ イ ズ 根系機能

の 低 下 程 度 を 評 価す る 有用 な 指 標 と な り うる こ と が 示 さ れ

て い る （馬 ら，2005 ）．ト マ トに お い て も，出液速度 の 測 定

に よ っ て 湿害発生 程度を評価で きる と推察 される，

　従 っ て，単 位 根量 当 た りの 出 液速度 を算 出 す る こ とで ，

そ れ ぞ れ の ス テ
ージ に お け る 根 の 活 性 を比 べ る こ とが で き

る．し か し，生 育期 間 を 通 し て 単 位 根 量 当 た りの 出液 速度

に つ い て 調査 し た 報告 は 少な い ． ト ウ モ ロ コ シ に お け る単

位節根数当た りの 出液速 度 は，播種後生 育 中 期 まで 増 加 し，

その 後減少す る こ とが 認め られ，こ の 変 化 は節根 の 発 達 と

老 化を 示 す と考察さ れ て い る （森 田 ら，2000）．本 実験 に お

い て ，根重当た り出液 速 度は 果実肥 大 期 で 栄 養成 長 期 よ り

も低か っ た ，こ れ は，果実肥 大 期 に は，根へ の 分 配率 の 低

さか ら 根の シ ン ク カは 弱い と考 え ら れ る こ とか ら，根 の 成

長 が 停滞す る と と もに ，すで に
一

部 の 根で 老 化 に 伴 う生 理

活性 の 低下 が 始 ま っ て い た た め と推察 さ れ る．湛 水処 理 に

よ っ て ，根重当た り出 液速度 は 栄養成長期 ・果実肥大期 と

も同 様 に 低下す る が，果実肥大期 に は こ の よ うな 生 育 ス

テ ージ に 起因す る活性低下が 加わ る た め，さ らに 速度 が 小

さか っ た と 考え られ る．

　果実肥大期 が 栄養成長期 に 比 べ て 湿害 を受 けや す い の

は ，根 へ の 同化産物の 転流の 割合が 少 な い た め 不 定根の 発

生 が 少 な く湛水 条件 へ 対 応で ぎな い こ と，出 液速度もよ り

低
一
ドした こ とか ら，根系 の 生 理 活性 の 低下 の 程度が 大きい

た め で あ る と考 え られ た．果 実 肥 大 期 の 湿 害対 策 と し て
，

応 急 処 置 的 に 果 実 を 取 り除 くこ と も考 え られ る．しか しな

が ら，各 ス テージ で の 果実数 浸水時間 との 関係，経済性

な ど検討す る こ とが 多く，今後 の 課題 と考え られ る．また ，

光合成産物 の 転流 と植物 ホ ル モ ン や 代謝の 変化 な ど生理 的

な要因 との 関係 に つ い て も検討す る 必 要が あ る．

摘　　要

　 ト マ ト の 果実肥 大期 が 栄養成長期 と 比較 し て 湿害を 受け

や す い 原 囚 を 明 らか に す る た め ，乾物重，新規固定炭素 の

分 配 と出液速度 に つ い て 調査 した．栄養成長期 と果実肥大

期 の ト マ ト地 上 部全 体 に 5 時間
13CO2

を 同化 さ せ ，同化終

了直後 か ら 43 時間湛水処理 を 行 っ た，湛水区 の 新規同化産

物 の 根 へ の 分配 は，両時期 と も対照区 と同程度 で あ っ た が，

栄養成長期 の 9％ と 比べ て 果実肥大期で は 2％ と非常 に 少 な

か っ た ．出 液速度 は 両 時期 と も湛 水 処 理 に よ り低下 し た．

根重当た りの 出液速度 は 栄養成長期 よ りも果実肥 大期 で 低

い 値 と な っ た ．果実肥 大期 で 栄養成長期 と比 較 し て 湿害 の

程 度 が 大 きい の は，根 へ の 同化産物 の 転流割合が 相対的 に

低 い ス テ
ージ で あ る こ と と， 恨 の 生理 活性 の 低下程度 が 大

き い こ とに 起 因す る と考 え られ た．

　謝 辞 本研究 を彳」うに あた り，13C の 分 析 に 御協力 をい

た だ い た業務用 野 菜研究 チ ーム の 岡 田邦彦上 席研究員 に 感
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